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米国 FAI 社が整備する FATEコードを改良し、再処理施設の重大事故の一つである蒸発乾固の事故進展を評

価するコード整備を行うことを計画している。本研究では、蒸発乾固発生時のソースタームに対するPIRTを

整備し、これを FATEコード評価モデルと対比することで、追加・改良が必要な評価モデルを特定した。 
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1. はじめに 再処理工場の重大事故の一つである蒸発乾固事故は、崩壊熱を有する廃液貯槽の冷却機能喪失

により起こり得る事故であり、沸騰過程で発生する飛沫（エアロゾル）、及び沸騰晩期から乾固過程で生じる

揮発性 Ru がソースタームとなる。なお、現段階では蒸発乾固事故シナリオに含まれる様々な物理化学現象を

網羅できる解析コードは存在せず、現実的なリスク評価の観点からその整備が急務とされている。この背景

の下、本研究では蒸発乾固の事故進展に含まれる物理化学現象

をランキングしたPIRTを整備し、既存の FATEコード評価モデ

ルと比較することで、追加・改良が必要な評価モデルを特定した。 

2. PIRT整備 評価指標をソースタームとし、蒸発乾固に含まれ

る各物理化学現象のランキングを決定した。抽出した重要物理化

学現象の分類、及び大項目までを表１に抜粋する。なお、各現象

に対する現時点の知識レベルを調査した結果、殆どの現象に対し

小規模実験のデータが存在し、それに基づく評価モデルが整備さ

れていることを確認した。 

3. FATEコード改良計画 FATE コードは、Hanford 処分

サイト安全審査のために開発されたものであり、蒸発乾

固で重要となる硝酸水溶液の凝縮、ミスト生成・蒸発等の

現象を扱うことができる。但し、PIRT整備で抽出された

「廃液の発熱・沸騰・蒸発」、「硝酸・NOx反応」「揮発性

Ru の LPF」及び「エアロゾルの LPF」については、評価

モデルの追加・改良等の整備が必要であることを確認し

た。FATEコード整備プロセスの概要を図１に示す。 

4. 結論 蒸発乾固事故進展解析コード整備のため、PIRTに基づきFATEコードの整備計画を策定した。なお、

改良後の FATE コードについては、実験解析に基づく個別評価モデルの妥当性確認に加えて、実機へのスケ

ールアップ性能確認を経た総合的な妥当性確認や不確かさ評価を計画しており、既存の小規模実験に加えよ

り大規模な実験が必要となる。これらの活動は、安全対策の定量的な効果の確認や、事故時の現実的な影響

評価のために必須となる取り組みであり、再処理施設の継続的な安全性向上に資するものである。 
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図１ FATE コード整備プロセスの概要 

表１  蒸発乾固事故に含まれる物理化学現象 
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